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PRESS RELEASE 

２０２５年１２月２４日 

 

 

グリーン物流優良事業者表彰において 

最高位である「国土交通大臣表彰」を共同受賞 
 

～情報可視化で効率化、持続可能な物流をめざして～ 
 

 

 株式会社ＰＡＬＴＡＣ（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長 吉田拓也 以下、ＰＡＬＴＡＣ）は、

株式会社サッポロドラッグストアー（本社：北海道札幌市、代表取締役社長ＣＥＯ 富山浩樹 以下、

サッポロドラッグストアー）及び佐川急便株式会社（本社：京都府京都市、代表取締役社長 笹森

公彰 以下、佐川急便）と共に、グリーン物流パートナーシップ会議が主催する「令和７年度物流パ

ートナーシップ優良事業者表彰」において最高位となる「国土交通大臣表彰」を共同受賞し、１２月

２３日(火)に行われた「令和７年度グリーン物流パートナーシップ会議 物流パートナーシップ優

良事業者表彰」において表彰されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の受賞は、北海道内における小売業者のサッポロドラッグストアーを起点に、卸売業者の

ＰＡＬＴＡＣ、物流事業者の佐川急便が連携し、配送デポ（佐川急便の拠点等）を活用することで、

北海道特有の長距離運行を改善し、店舗納品の効率化を実現したことが評価されたものです。こ

れにより、従来は複数事業者が行っていた配送を統合し、共同配送の仕組みを確立しました。 

さらに、物流ＤＸの導入により運行状況を可視化し、配送計画の精度を高め、効率的な運行を

実現しました。これらの取り組みにより、積載率の向上、車両台数の削減、運行距離の短縮を達成

し、結果としてＣＯ２排出量の大幅な削減につながりました。 

  

表彰式の様子 

(左から) サッポロドラッグストアー 代表取締役副社長ＣＯＯ 高田裕様、国土交通大臣 金子恭之様、 

佐川急便 取締役 本田恵一様、ＰＡＬＴＡＣ 理事 事業開発本部副本部長 佐塚大介 
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道内１９２店舗のうち約８０％（１６０店舗）は、ＰＡＬＴＡＣの拠点（ＲＤＣ北海道）から直送してい

ましたが、佐川急便の営業所等を遠隔地デポとして活用することでトラックの走行距離を短縮し

ました。（詳細は次頁の発表資料をご参照ください） 

 

ＰＡＬＴＡＣは、長期ビジョンに掲げた「つなぐ力で人と社会のミライを創る」をスローガンに、流

通のイノベーションに挑戦しています。今後も業界を越えた協働取り組みやＤＸ推進を通じて、持

続可能で効率的な物流ネットワークを構築し、「人々の豊かで快適な生活の実現」に貢献してまい

ります。 

 

 

本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。 

事業開発本部・佐塚（TEL 06－4793－1055） 

経営企画本部・嶋田（TEL 06－4793－1090） 

 



北海道における宅配拠点と物流DXを活用したドラッグストア店舗納品の効率化

事業者 事業概要

◆デポ拠点からの配送により車両の積載、ドライバーの運転距離・拘束時間を改善
◆発地センターの稼働時間変更と車庫化により、制約条件を無くして運行業務に
携わる時間を最大化

◆納品する店舗側でも荷受け時間の緩和や納品車両の車格条件を緩和調整
◆佐川手配の車両に動態管理端末を設置し、ムリ・ムダな運行を是正、
車両毎の業務量のムラを平準化

特徴

CO₂削減量：404.5t-CO₂／年（18.9％）削減
トラック走行距離：643.4千km（25.7％）短縮
トラック走行時間：12.2千時間（22.5％）短縮

効果

令和7年度 国土交通大臣表彰

実施前

・佐川急便株式会社
・株式会社サッポロドラッグストアー
・株式会社PALTAC

・佐川急便の宅配拠点をデポ活用した遠隔地店舗配送における効率の改善
・PALTAC拠点の稼働時間変更、車庫活用と動態管理端末を使用した運行見える化による適正な労務管理
・店舗配送の効率改善に向けたサッポロドラッグストアー店舗の受入時間・車格の調整

実施後


